
京都大学公共政策大学院 2024 年度前期 国際安全保障法【濵本】 
第 14 回 Jus post bellum (2)――補償 ウクライナ・ガザについて補償はあり得るのか 

1 
 

第一次大戦後 

 ヴェルサイユ条約 231 条・232 条 
 
 

第二次大戦後 

 日本 1 
 条約 

 対日平和条約（1951 年）14 条・19 条 
 日華平和条約（UNTS, vol. 138, p. 3）（1952 年）11 条 2 
 日印平和条約（1952 年）4 条・5 条・6 条 
 日ソ共同宣言（UNTS, vol. 263, p. 99）（1955 年）6 項 
 日中共同声明（1972 年）5 項 
 （日韓請求権協定は jus post bellum の問題ではないので扱わない） 

 「放棄」の意味 
 オランダ人元捕虜等事件東京高裁判決 32001（平成 13）年 10 月 11 日訟

務月報 448 巻 9 号 2123 頁。 
 平和条約 14 条(b)（28 頁以下） 
 31 頁・32 頁に示されたオランダ政府の解釈を説明せよ。 
 日本はオランダの解釈に「法的に承服できない」（31 頁）としつつ、

オランダに「満足を与える」（32 頁）ため、32-33 頁に挙げられた解

釈を示した。この解釈とオランダ政府の解釈との異同を説明せよ。 
 上記 2 つの解釈と、「被告人［国］の当審における新たな主張」（11

頁）に示された解釈との異同を説明せよ。 
 それらと、本判決が示した解釈（33 頁）との異同を説明せよ。 

 西松建設事件最高裁判決 2007（平成 19）年 4 月 27 日 
 「サンフランシスコ平和条約の枠組み」（11 頁）とはどういうもの

か、説明せよ。 
 

1 国際法事例研究会『日本の国際法事例研究(6) 戦後賠償』（ミネルヴァ書房、2016 年）、浅田

正彦『日中戦後賠償と国際法』（東信堂、2015 年）。 

2 3 条は、日韓請求権協定同様、植民地分離後の処理を定めるものであって jus post bellum に関

するものではない。 

3 解説については、各種判例集参照。 

4 リンク先ページ下の「検索条件入力」から、裁判所名＋日付で検索。出てくる PDF の頁数と

本来の訟務月報の頁数とは一致しない。以下では、サイトからダウンロードできる PDF の頁数

を示す。 

https://documentsdedroitinternational.fr/ressources/TdP/1919-06-28-TraitedeVersailles.pdf
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%20136/volume-136-I-1832-English.pdf
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%20138/v138.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/pdfs/A-S38(1)-097.pdf
https://www.digital.archives.go.jp/img/680630
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%20263/v263.pdf
https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/china/nc_seimei.html
https://www.mofa.go.jp/mofaj/gaiko/treaty/pdfs/A-S40-293_1.pdf
https://shoumudatabasep.moj.go.jp/
https://shoumudatabasep.moj.go.jp/
https://www.courts.go.jp/app/files/hanrei_jp/580/034580_hanrei.pdf
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB05161855
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB04957503
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 12 頁の「放棄」について、上記東京高裁判決で示された様々な解釈

と比較し、そのいずれと同じまたは近いか、説明せよ。 
 日中共同声明 5 項につき、「その文言を見る限りにおいては、……

個人として有する請求権の放棄を含む趣旨かどうかが、必ずしも明

らかとはいえない」（15 頁）としつつ、「個人の請求権を含め、……

すべての請求権を……放棄することを明らかにしたものというべ

き」（18 頁）との結論に達した理由付けを説明せよ。 
 日中共同声明 5 項は、「中華人民共和国政府は……放棄する」と述

べるが、判決では同項は「相互に放棄することを明らかにした」（18
頁）と結論されている。その理由付けを説明せよ。 

 
 ドイツ 5 

 戦争賠償 
 ポツダム協定（1945 年）（FRUS, Potsdam Conference, 1945, vol. II, pp. 1505-

1506）1 項、3 項 
 連合国管理理事会法 5 号（Enactments and Approved Papers of the Control 

Council and Coordinating Committee, 1945-I, p. 176）2 条、3 条 
 ドイツ賠償協定（1946 年）1 条 
 戦争占領処理条約（1952 年）（UNTS, vol. 332, p. 219）6 章 1 条、3 条 
 戦争占領処理条約に関する交換公文 6（1990 年）（UNTS, vol. 1656, p. 29）

3 項 

 ナチ被害者への補償 
 戦争占領処理条約 4 章  章のタイトルに注目 

 同章単独条 2 項 
 (a) “in the Federal territory” 
 (b) “in the various Länder” 

 12 か国（＋イスラエル）と二国間条約 
 例 フランスとの条約（1960 年）（Documents joints のリンク

19600045.pdf をクリックすると条約文が出る） 
 1 条 1 項 ナチ迫害の犠牲になったフランス国籍者のために 4

 
5 川喜田敦子「第十章 西ドイツの戦争賠償と『ナチ不法に対する補償』」石田勇治・川喜田敦

子『ナチズム・ホロコーストと戦後ドイツ』（勉誠出版、2020 年）、仲正昌樹「『連邦補償法』

から『補償財団』へ――ドイツの戦後補償の法的枠組みの変化をめぐって」金沢法学 43 巻 3 号

（2001 年）89 頁。 

6 ドイツ最終処理条約（「2+4 条約」）を受けてなされた交換公文。 

https://search.library.wisc.edu/digital/A7GGLWMQ3EPT338U/pages/ATR2GXIUCDSGQ39A
https://tile.loc.gov/storage-services/service/ll/llmlp/61035888_Volume-I/61035888_Volume-I.pdf
https://tile.loc.gov/storage-services/service/ll/llmlp/61035888_Volume-I/61035888_Volume-I.pdf
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%20555/volume-555-I-8105-English.pdf
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%20332/v332.pdf
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%201656/v1656.pdf
http://basedoc.diplomatie.gouv.fr/exl-php/vue-consult/mae_internet___traites/TRA19600045
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/BB07772409
http://hdl.handle.net/2297/17883
http://hdl.handle.net/2297/17883
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%201696/volume-1696-I-29226-English.pdf
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億 DM 支払 
 1 条 2 項 その配分はフランスが判断 
 3 条 ナチ迫害を原因とする補償に関する全ての問題を確定

的に解決（règle définitivement […] tous les problèmes） 

 強制労働被害者への補償 
 「記憶・責任・未来」財団 
 同財団に関する米独条約（2000 年）（UNTS, vol. 2130, p. 249）2 条 1 項 

 
 

国家責任条文作成過程での議論 

 国家責任条文 31 条 “full reparation” その意味→コメンタリー3 項 
 草案段階での議論 

 1993 年報告書 6 条 bis（58 頁）へのコメンタリー8 項（60 頁） 
 1996 年報告書 42 条 3 項 コメンタリー8(a)項（66 頁） 
 1996 年報告書 42 条 3 項へのフランス・ドイツの反応 

（1998 ILC Yearbook Vol. II, Part 1, p. 146） 
 
 

安保理決議による制度構築 湾岸戦争補償委員会 7 

 安保理決議 687 (1991) 16, 18, 19 項 
 事務総長報告 (S/22559) 20 項 8 
 安保理決議 692 (1991) 3 項 
 UNCC 運営委員会決定 277 (2022) 
 安保理決議 2621 (2022) 7 項 

 
 

多数国間条約による制度構築 国際刑事裁判所 9 

 ローマ規程 75 条、79 条 

 
7 中谷和弘「湾岸戦争の事後救済機関としての国連補償委員会」『国際社会の組織化と法〔内田

久司先生古稀記念論文集〕』（信山社、1996 年）333 頁。 

8 “The Commission is not a court or an arbitral tribunal”と書かれているが、私人が申立人となる仲

裁による手続で処理する例もしばしば見られる。対日平和条約に基づいて設置された中佐委員

会につき、Nisuke Ando and Shotaro Hamamoto, “Property Commissions Established pursuant to Art. 
15 Peace Treaty with Japan (1951)”, Max Planck Encyclopedia of Public International Law, Oxford 
University Press, 2022. 

9 越智萌「ICC の賠償命令研究」 

https://www.stiftung-evz.de/en/
https://treaties.un.org/doc/Publication/UNTS/Volume%202130/v2130.pdf
https://legal.un.org/ilc/texts/instruments/english/commentaries/9_6_2001.pdf
https://legal.un.org/ilc/documentation/english/reports/a_48_10.pdf
https://legal.un.org/ilc/documentation/english/reports/a_51_10.pdf
https://legal.un.org/ilc/publications/yearbooks/english/ilc_1998_v2_p1.pdf
https://undocs.org/s/res/687(1991)
https://undocs.org/s/22559
https://undocs.org/s/res/692(1991)
https://undocs.org/S/AC.26/Dec.277(2022)
https://undocs.org/s/res/2621(2022)
https://www.icc-cpi.int/resource-library/core-legal-texts
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/TW86316244
https://kuline.kulib.kyoto-u.ac.jp/opac/opac_link/bibid/TW86316244
https://opil.ouplaw.com/display/10.1093/law:epil/9780199231690/law-9780199231690-e75
https://opil.ouplaw.com/display/10.1093/law:epil/9780199231690/law-9780199231690-e75
https://ochmgm.wixsite.com/transformative-justi/s-projects-side-by-side
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 信託基金 79 条 
 日本の拠出（2018 年） 
 スペインの拠出（2024 年） 

 
 

ウクライナ戦争 10 

 国連総会決議 ES-11/5 2 項から 4 項 
 ヨーロッパ評議会閣僚委員会決議 CM/Res(2023)3-consolidated 

 日本の参加 
 損害登録機関 RD4U 

 
 

ガザ 

 EU-World Bank-UN, Gaza Strip Interim Damage Assessment, 2024. 
 

以上 

 
10 中島啓「ロシアのウクライナ侵略により生じた損害を登録する機関の設立と賠償メカニズム

の実現可能性」国際法研究 13 号（2024 年）100 頁。 

https://www.trustfundforvictims.org/
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_006844.html
https://www.icc-cpi.int/news/kingdom-spain-contributes-eur-2-million-trust-fund-victims-strengthen-victim-centred-mandate
https://undocs.org/a/res/es-11/5
https://search.coe.int/cm?i=0900001680acc3f9
https://www.mofa.go.jp/mofaj/press/release/press4_009714.html
https://rd4u.coe.int/en/
https://thedocs.worldbank.org/en/doc/14e309cd34e04e40b90eb19afa7b5d15-0280012024/original/Gaza-Interim-Damage-Assessment-032924-Final.pdf
https://thedocs.worldbank.org/en/doc/14e309cd34e04e40b90eb19afa7b5d15-0280012024/original/Gaza-Interim-Damage-Assessment-032924-Final.pdf

